













の（主に人間に変化した状態での）訪れ、二人 よる恋愛や婚姻、そしてなんらかの原因 よる別れ（異類 正体露見やその死によるとさ ることが多い） 、さら は、主人公あるい 主人公と異類と 間になされた子供のそ 後の栄華が主に共通して描かれており そのほ んどは先に挙げた『日本霊異記』の 女房譚の話型を継承 いるといっ よい
また、御伽草子における異類婚姻譚の異類の正体は雁、鼠、狐など様々







を軸として、 先行文芸の影響を確認しつつ、 多くの異類婚姻譚にも共通し、特に狐女房譚においてひときわ情緒的に描かれることが多い悲恋的な展開に着目し、そ 展開について比較しながら考察してい ものとする。
　御伽草子『雁の草子』
御伽草子『雁の草子』の伝本として現存するのは京都大学附属図書館




























































































に着て寝ると夢に思い人が登場するという俗信があり、まさにそれを期待する箇所であるといえるだろう ⑧は男の手紙に書かれた歌であり、『新拾遺和歌集』などの歌を引く。 『雁の草子』では、不本意ながら死に別れることとなった男の心情を示している。例に挙げた 『新拾遺和歌集』の歌は雁と花 の別れを詠ったものであり、後の別れを思うがゆえに花が散る前に は帰っていくのだ いって る。 『雁の草子』では逆に花よりも先に自分が散ってしまったということを詠っているが、花との別れを嘆く点では共通する。⑨は『後拾遺和歌集』などの歌を引き 『雁の草子』では越路へと向かう女 修行の道行きの場面で使われている。『後拾遺和歌集』の歌は飛び立ちかねている鳥の哀れな様子を詠んだものであり、 『雁の草子』で 女の道行き風景に「夏かり」 「雁」を掛けて引用されているため、場面に映え 引用とな ている。⑩は『 の草子』では出家し 暮らす女の詠んだ歌で、前世から 因縁でこうなったことを感じ入る場面である。他 箇所と違い ほぼ 万代和歌集』歌を丸ご 引用しているため、歌の大意 ほ んど同じだといえる。このように、 『雁の草子』では多くの場面で先行文芸に見られるような歌や歌材を引用し、それぞれの がより引き立つように配置さ ているといえる。
続けて、故事などを引いてきている箇所に着目する。






















悪しきにつけ言 表すから言主の大神という だと うこ が語られているだけである。こ 神につい 日本霊異 『今昔物語集』 『三宝絵』などに記述が り、役行者 調伏さ 葛城山と金峰山 間に橋を作るよう命じられた言主の神が 自分の醜 姿を恥じて夜だけ仕事をしようとした、という説話などがそれぞれ記述さ い 草子』ではこれらの説話から引用された箇所だろう。昼は姿を現さず 夜な夜な通ってくる男を怪しむ言葉であるが、自ら 醜い容姿を恥じたとい
言主の神の伝承の内容をうまく利用した引用とはいえず、表面的な引用にとどまっている感がある箇所である。⑤は『漢書』列伝二十にあり、日本でも『平家物語』 『今昔物語集』 『宝物集』など多くの作品 収録されている蘇武 故事を引く箇所と考えられる。簡単に故事の内容をまとめると、
漢の武帝は匈奴との争いに際して蘇武を遣わすが、その際の争い
で蘇武は匈奴に捕まり、囚われの身になってしまう。しかし、蘇武は武人としての誇りを忘れず、匈奴に下ることなく過ごす。あるとき、蘇 は漢に帰る雁を見て、せめてこの雁が届けて れるならと足に手紙をつけたところ、それが漢王の庭に落とされ、ついには故郷に戻ることが出来 。





広く手紙を届ける生き物として扱 れることとなった。 『雁の草子』では日本における蘇武譚の内容に準拠する形 引用 が、いずれにしても雁が手紙を届ける生き物だ され こ 、その め 心あものだとされる点が重要であ 。 『雁の草子』は、

度別れた二人が、































に嫁いだ女がそれを撃退する巧智型（猿婿入りなど）の三つに細分し、その話型の比較を行なうこと す 。なお、異類婚姻譚は、出会い、恋愛及び婚姻、妊娠や子供の誕生、別れ、結末 おおよそ五場面から成り立っていることが多いので、以下、話型の比較に際してはこの五場面をそれぞれ比較することにする。まず①の出会いの場面を見ると、悲恋型は最初からよい異性の存在を願うという形で、いきなり異類婚に向かう形で物語が始まって ることがわかる。次に、②の恋愛及び婚姻では、巧智型以外では男女はおおよそ相思相愛の形で描かれ、 特に夜のみ姿を現すとされや いことがわか 。③の妊娠や子供の誕生につ ては、蛇婿型では若干特殊な形で触れられているものの、般には異類婿型で 子供の事 書 れ い事が多いことがわか 。続いて④の別れの場面をみ と、姿の垣間見 もしくはほかの動物（たとえば犬や猫）によって異類が正体 現す場合がほとんどということで、こ あたりは異類女房型とそれほど変わらな ようだ。⑤の結末につい は、悲恋型のみ女が異類 対し 未練があるように書かれることが多い 、蛇婿型、巧智型では を撃退 きてめでたしめでたしとなることがほとんどで る。巧智型 は異類が異類 姿のまま人間と婚姻する 他の異類婚 はあまりみられない特徴があ 、また蛇婿型では異類が死に際に「自分が死んでも（ ）お腹に る息がいずれ敵を討つ」と語るなど、異類婿型の異類たちは人間世界への敵
対的・侵略者的側面を大きく持っている。これらの理由から、異類婿型では異類が撃退すべき対象として描かれることが多い だろう。
異類女房型については、悲恋型や恩返し型に分類することが出来る。






女は男の正体を知って我が身を浅ましく思う（異類へ 愛情が深く悩む場合もある） 。異類（もしくは女）は出家して往生を願う 他の動物（犬など）や垣間見によって男は異類の正体を現し、娘のもとを去っていく 特に描かれない 男は夜な夜な娘のもとに通う（または男の屋敷に娘が嫁入りする） 年ごろの娘（もしく親） が良縁を願い、そこに異類の変化した男が現れる
悲恋型
異類の子供を消すために、娘は節句の度にお酒を飲まなければならなくなる 怪しく思った両親が男の服の裾の針により、異類の正体が判明 ると同時に異類は死ぬ 息も絶え絶えな異類って（④参照）娘が身ご っていることが語られる 娘のもとに夜な夜な男が通ってくる 描かれないことが多い
蛇婿型



















で、物語がより哀切に描かれるのである。子供の有無は、悲恋型の異類婚姻譚を見る際に大きな要素のつであ といえるだろう。 ④ 別れは、狐女房譚、 『雁の草子』ともに正体の露呈が絡んでい 。 かし、狐女房譚では犬などによって異類の正体（狐）が露呈したから去っていくのに対し、 『雁の草子』では（雁が渡る）時期が来たから

時的に去らね












男や子供の嘆き悲しむ様を見た女は、その後も度々通ってくる。男や子供の末繁盛が語られる（異類の出家が描かれることもある） 犬などによって女は正体を現し、夫や子供との別れを嘆きつつ去っていく。夫や子供 異類の正体を知っても愛情深く、嘆き悲しむ 多くの場合、 やがて女は妊娠し、男子を産む（子供はなんらかの特殊な力 持っているとされることが多い） 男 女を屋敷に連れて帰り、夫婦として暮 し始める良縁を求めていた男女が出会う
狐女房譚
その後、夢枕で男の死を知った女は、出家をして往生の素懐を遂げる 帰郷の時期が来たため、男は雁仲間とともに娘のもとを去らなくてはならない。別れを交わした翌朝、軒下から飛び立つ雁見 、女は男の正体を悟る特に描かれない 男は夜な夜な娘のもとに通い、娘は男が夜しか現れないことを怪しく思いつつも深く契るようになる 石山観音に参詣した娘のもとに男が現れる
『雁の草子』
①の良縁を求める男女の出会いという点ではほぼ共通するが、同じ悲恋型でもその後の展開はかなり違う。②の恋愛及び婚姻については 狐女房譚では女が男の家で暮らし始めているのに対し、 『雁の草子』で 男が夜な夜な女 家に通う形で描かれている。 『雁の草子』の婚姻形態どちらかというと蛇婿型 影響を受ける形で描かれ、女にとって男は謎めいた存在のまま物語 進むことになる。③の妊娠や子供 誕生については、狐女房譚では子供の誕生が描かれ ことが多 のに対し、 『雁の
『雁の草子』にみる異類婚姻譚の悲恋
七
がたい。異類の正体による物語への影響が大きく見られるのはやはりこの別れの場面であるといえる。⑤の結末は、狐女房譚では異類が去った後の（子供の特殊な能力や異類の加護による）夫や子供の栄華が描かれ、また去ったはず 異類も度々顔を出すという、悲恋型とは言いつつもある種のハッピーエンドとなっていることが多 。方の『雁の草子』では、男の正体を知りつつも夢 もい から会いたいと願う女に対し、願った通りの夢枕におかれた手紙によって、しかし願 とは裏腹に二度目の（しかも今度は死という完全な）別れが提示され、女は雁 後世を願って出家するという形で物語が描かれている。
同じ悲恋型の異類婚姻譚であっても、 『雁の草子』がより悲恋譚とし














後では必ず人間と異類の別れが描かれる。異類は正体を現すか、あるいは死ぬことによって自らの異界に帰っていかなければならない。その別れが、 「無事 異類を撃退できてめでたしめでたし」となるならば巧智型や蛇婿型の作品となるし、逆に「異類 あっても時は愛情を交わした仲なのだから別れがたい」となれば悲恋型の作品となる。
本論文で取り上げた『雁の草子』は、様々な先行文芸の影響を受けつ













」 （ 「電気通信大学紀要」八巻二号 　
九九五年十二月）




京堂出版 で成立を室町末期としている でそれらを参考にした。（6）玻璃版複製で、昭和十五 九〇）年十月に作成された。藤井乙男氏による解説を伴う翻刻の別冊が付されている。（7） 
（4）に同じ。
（8）画像化された『雁のさうし』を確認させていただいた。（9） 



















」 （ 「文学」五十二号 　
九八年十月）
に詳しい。黒田氏は、 『平家物語』の蘇武譚の背景には中世特有の汎蘇武理解というものが想定できるとし、日本にお ては、 『漢書』の蘇武伝を源としながらも、中国の類書を引き金 蘇武伝承が展開
していったとしている。（（6）以下、三輪山伝承の中でも古い『古事記』の概要を挙げる。 「活玉依比売のもとに素性の知れぬ見目麗しい男が毎夜訪ねてきて、二人はやがて契りを結んだが、幾夜 しないうちに活玉依比売は子供を身ごもった。夜にしか姿を見せな 男を不審に思った父母の知恵により、娘が男の裾に苧環の麻糸をつけた針 刺 て朝を待つと、糸は外へと向かいただ三勾のみ残るだけだっ 。 麻糸を辿り尋ねると、糸は美和山の神の社の前でとどま ていたの 、男が神であ と知れた。 」おおよその話 流れは蛇婿型と同じであ が、対象が神であるためか異類の死などは描か ない。（（7）御伽草子の狐女房譚で例を挙げれば、 『いなり妻の草子』では子供の誕生が描か ていない。（（8）『日本霊異記』第二縁 らして「狐 直」の始祖説話として 性質を持ち合わせている。ま 、有名な 葛葉狐 伝承も安倍晴明出生譚として語られることが多 。（（9）御伽草子の狐女房譚で例を挙げれば 『木幡 』は子別れ 要素が比較的大きく取り扱 れ（20） 
（3）で指摘されているほか、 市古貞次「異類小説」 （ 『中世小説の研究』
九五五年十二月 　東京大学出版会）でも「雁 平安朝以來、最も文學の素材となった鳥であるといってよい」と述べ れ いる。（2（） 
（3）に同じ。
（22） 
（20）の市古貞次「異類小説」 （ 『中世小説の研究』 ）に同じ。
